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　　1　鳥 取 市 の す が た

（１）背　　　景

　日本一の鳥取大砂丘を有する「鳥取市」は、中国山地から日本海へ北流する千代川流域にひらけた

鳥取平野に、古く城下町として生まれ、江戸時代は、鳥取藩池田家３２万石の城下町として栄えた。明

治２２年１０月１日市制を施行し、以来県都として、また、山陰地方東部の中核都市として、政治、経済、

文化の中心となり発展をしてきた。

　大正時代の千代川の度重なる氾濫、昭和１８年の鳥取大地震、昭和２７年の鳥取大火など幾度となく大

災害に見舞われたが、その都度粘り強い市民の精神力と努力により立ち直ってきた。

その後、都市の近代化に積極的に取り組み、昭和５３年に鳥取駅高架事業が、昭和５５年には鳥取駅前土

地区画整理事業が完成し、鳥取駅周辺の整備を行ったほか、平成１１年３月には、産・学と調和のとれた

住環境である鳥取新都市（つのいニュータウン）開発整備事業が完了した。

　交通網の整備については、昭和４２年の鳥取空港完成、平成６年１２月の智頭線開通により首都圏や

近畿圏とのアクセスが短縮されたほか、高速自動車道である鳥取自動車道（県内区間）が平成２２年３

月に開通し、さらに平成２５年３月に鳥取自動車道が全線開通したことにより鳥取市は待望の高速道路

時代を迎えた。これにより、広域的な地域間の連携交流の活性化と雇用の拡大に取り組んでいる。また、

平成２２年１０月に山陰海岸ジオパークが世界ジオパークに認定されたこと、同年１１月にガイナーレ鳥取

が、山陰初のＪリーグチームとしてＪ２に昇格したこと、平成２４年４月に世界初の全天候型砂像展示

専門美術館「鳥取砂丘　砂の美術館」を開設したことなどを背景に、本市の知名度が高まるさまざまな

取り組みを進めている。

　産業の振興については、地域産業の振興や企業誘致に積極的に取り組んでおり、電気機械工業を中心

とした製造業が盛んであるほか、二十世紀梨や松葉ガニ、砂丘らっきょうなどの特産品を産する農林業

の振興にも積極的に取り組んでいる。

　さらに、高齢化社会への対応として社会福祉施設等の整備・充実を図り、文化施設として、世界のお

もちゃなどを展示した「わらべ館」および鳥取市歴史博物館「やまびこ館」を整備したほか、教育面に

おいては、平成１３年４月環境をテーマとした鳥取環境大学が公設民営方式により開学した。

平成１６年１１月１日には鳥取県東部の６町２村との市町村合併により、山陰地方で初めて２０万人都市へ、

さらに平成１７年１０月１日には、特例市となった。

　平成２３年３月に第９次鳥取市総合計画を策定し、まちづくりの目標である「人が輝き　まちがきら

めく　快適・環境都市　鳥取」の実現に向け、山陰の発展をリードする中核都市としてさらなる発展を

目指している。
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時代 西暦 年号 主　　な　　で　　き　　ご　　と

明　治

１８８９ 明治２２ 鳥取市政施行
１８９６ ２９ 鳥取４０連隊設置
１９０７ ４０ 仁風閣建築（皇太子を迎える）
１９１０ ４３ 口佐治村、中佐治村、上佐治村が合併し、佐治村誕生
１９１２ ４５ 山陰鉄道　京都～出雲間（現在の山陰本線）全通

大　正

１９１２ 大正元 千代川氾濫による大洪水
１９１５ ４ 上水道給水開始
１９１８ ７ 千代川氾濫による大洪水
１９２１ １０ 鳥取高等農業学校（現在の鳥取大学）開校
１９２３ １２ 千代川氾濫による大洪水
１９２５ １４ 駅前に温泉湧出

昭　和

１９２８ 昭和３ 服部村、塩見村が合併し、福部村誕生
１９３０ ５ 千代川の大改修完成
１９４３ １８ 鳥取大地震（Ｍ．７．３　死者１，０２５人）
１９４９ ２４ 鳥取大学発足
１９５２ ２７ 鳥取大火災（焼失面積１．６ｋ㎡）
１９５３ ２８ １５村合併により鳥取市の行政基盤固まる（人口６３千人から９９千人へ）
〃 〃 青谷町、日置谷村、中郷村、勝部村が町村合併し、青谷町誕生
１９５５ ３０ 鳥取砂丘天然記念物に指定
〃 〃 河原町、散岐村、西郷村、国英村、八上村が町村合併し、河原町誕生
〃 〃 宝木村、酒津村、瑞穂村、逢坂村、浜村町が合併し、気高町誕生
〃 〃 用瀬町、社村、大村が合併し、用瀬町誕生
〃 〃 鹿野町、勝谷村、小鷲河村が合併し、鹿野町誕生
１９５７ ３２ 大成村、宇倍野村が合併し、国府町誕生
１９５８ ３３ 鳥取砂丘国立公園に指定
１９６４ ３９ 市庁舎完成、釧路市と姉妹都市提携 (３月１８日 )
１９６７ ４２ 鳥取空港完成
１９７２ ４７ 姫路市と姉妹都市提携 (３月８日 )
１９７８ ５３ 鳥取駅高架化完成
１９８３ ５８ つのいニュータウン事業実施基本計画の認可（９月８日）
１９８５ ６０ 鳥取南バイパス、駅南広場完成、ジェット機就航、第４０回国体（わかとり）開催
１９８６ ６１ 鳥取港一部供用開始
１９８８ ６３ 人口１４万人突破（７月２３日）
〃 〃 「流しびなの館」竣工

平　成

１９８９ 平成元 市制施行１００年、＇８９鳥取・世界おもちゃ博覧会開催、市第２庁舎開庁
１９９０ ２ 韓国・清州市と姉妹都市提携（８月３０日）、鳥取港全面供用開始
１９９１ ３ 鳥取砂丘の草原化対策に着手（除草実験・松の抜去）
１９９２ ４ 老人保健施設「やすらぎ」、「新産業創造センター」竣工
１９９３ ５ あおや郷土館オープン
１９９４ ６ さじアストロパーク天文台オープン
〃 〃 お城山展望台「河原城」オープン
〃 〃 因幡万葉歴史館オープン
１９９５ ７ 市立病院の新築移転、わらべ館の開館（７月７日）
〃 〃 岩国市姉妹都市提携（１０月１３日）
１９９７ ９ 「学習交流センター鳥取」竣工
〃 〃 「東部広域リファーレンいなば」、「鳥取県東部環境クリーンセンター」竣工
１９９８ １０ 第２２回全国育樹祭、とっとり出合いの森で開催
〃 〃 水道局庁舎新築移転
１９９９ １１ 鳥取新都市（つのいニュータウン）開発整備事業完了
２０００ １２ 鳥取市歴史博物館「やまびこ館」の開館（７月１日）
〃 〃 農村型ＣＡＴＶ（いなばぴょんぴょんネット）開局（７月１日）
〃 〃 人口１５万人突破（１０月１日国勢調査）
２００１ １３ 鳥取環境大学開学（４月１日）
〃 〃 障害者福祉センター「さわやか会館」開館（５月２３日）
〃 〃 青谷上寺地遺跡展示館オープン
〃 〃 ドイツ・ハーナウ市と姉妹都市提携（１１月２０日）
２００２ １４ ワールドカップサッカー・エクアドル代表チームがキャンプ
〃 〃 国民文化祭・とっとり２００２開催（１０月１１日）
〃 〃 男女共同参画センター「輝（き）なんせ鳥取」オープン（１０月６日）
２００３ １５ 個人情報保護制度スタート（４月１日）
〃 〃 市民活動推進センター「アクティブとっとり」オープン（７月１３日）
２００４ １６ 国府町、福部村、河原町、用瀬町、佐治村、気高町、鹿野町及び青谷町を編入合併（１１月１日）
〃 〃 市駅南庁舎開庁
２００５ １７ 駅南庁舎に市中央図書館が移転開館
〃 〃 特例市に移行
〃 〃 郡山市姉妹都市提携（１１月２５日）
２００６ １８ 白兎と河原の２ヶ所の「道の駅」同時オープン
〃 〃 鳥取市の木「サザンカ」・花「らっきょうの花」・市民歌を制定（１１月１日）
２００７ １９ 鳥取市の鳥「オオルリ」を制定（１０月１日）
２００８ ２０ 山陰海岸が「日本ジオパーク」に認定
２００９ ２１ 「２００９鳥取・因幡の祭典」のオープニングイベント「世界砂像フェスティバル」を開催
〃 〃 市制施行１２０周年・合併５周年を記念し、新しい市民憲章を制定 (１０月１日）
２０１０ ２２ 鳥取自動車道「河原ＩＣ～鳥取ＩＣ」開通（３月）
〃 〃 山陰海岸が「世界ジオパーク」に認定（１０月）
〃 〃 江山浄水場完成、全面供用開始（１２月）
２０１１ ２３ 第３１回全国豊か豊かな海づくり大会開催（１０月）
〃 〃 殿ダム完成（１１月）
２０１２ ２４ 鳥取環境大学公立大学法人化（４月）
〃 〃 鳥取砂丘「砂の美術館」（常設設備）開設（４月）
〃 〃 鳥取市庁舎整備に関する住民投票を実施（５月）
２０１３ ２５ 鳥取自動車道全線開通（３月）
〃 〃 第３０回全国都市緑化とっとりフェア「水と緑のオアシスとっとり２０１３」開催（９月）
〃 〃 山陰道鳥取西道路「鳥取ＩＣ～鳥取西ＩＣ」開通（１２月）
２０１４ ２６ 山陰近畿自動車道「駟馳山バイパス」開通（３月）
〃 〃 鳥取空港東京－鳥取５便化決定（３月）
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番号 年　月　日 面積（㎢） 備　　　　　　　　　考
① 明治２２.１０.  １    ６.６１ 市制施行
② 大正１２.  ５.１０  １０.７５ 富桑村編入
③ 昭和 ７.  ４.  １  ２１.８２ 稲葉村編入
④ 〃  ８.  ４.  １  ３４.８２ 中ノ郷村編入
⑤ 〃  ８.１０.  １  ４０.１１ 美保村編入
⑥ 〃１２.  ２.１５  ４５.１２ 賀露村編入

⑦ 〃２８.  ７.  １ ２１９.４４
神戸村、大和村、美穂村、大正村、東郷村、豊実村、明治村、吉岡村、
大郷村、末恒村、湖山村、松保村、千代水村、面影村、倉田村編入

⑧ 〃３０.  ７.２０ ２２７.３９ 米里村編入
⑨ 〃３８.  ４.２２ ２３７.２５ 津ノ井村編入
⑩ 〃５１.１２.  １ ２３７.２９ 河原町と境界変更
⑪ 〃５９.１１.  １ ２３７.２８ 国府町と境界変更
⑫ 平成元.１１.１０ ２３７.０１ 官報公告により面積値修正（国土地理院「全国都道府県市町村別面積調」）
⑬ 〃  ２.  ７.２７ ２３７.０６ 公有水面埋立
⑭ 〃  ２.１１.  ２ ２３７.０９ 公有水面埋立
⑮ 〃  ９.  ７.  １ ２３７.２０ 公有水面埋立
⑯ 〃１６.１１.  １ ７６５.６６ 国府町、福部村、河原町、用瀬町、佐治村、気高町、鹿野町、青谷町編入

（２）鳥取市のおいたち

明治２２年（市制施行）
（面積）６.６１㎢

大正１２年
１０.７５㎢

昭和７年～昭和１２年
４５.１２㎢

昭和２８年～平成１６年
２３７.２０㎢

平成１６年１１月１日
８町村を編入合併

鳥取市の行政区域

　面積　７６５. ６６ ㎢

　都市計画区域　２６６．６３ ㎢
　調  整  区  域　１４６．７６ ㎢
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（３）地  勢 ・  気  象

（ア）位　　　置

　東経　１３４°２６′３７″（極東）

　　　　１３３°５６′５６″（極西）　　　　　　　鳥取市の位置図

　北緯　 ３５°１６′ ６″（極南）

　　　　 ３５°３４′１１″（極北）

　鳥取市は、鳥取県の東北部に位置し、北は日本海に面し、東は岩美町および一部兵庫県、西は湯梨浜

町および三朝町、南は八頭町、智頭町および一部岡山県と接し、県庁所在都市として鳥取県東部広域圏

の中心をなしている。

　昭和４７年に山陽新幹線の開通した岡山、姫路からは１００ｋｍ、神戸、大阪、京都からは１５０㎞の圏域

にある。

（イ）面　　　積

　　　ア　土地利用（平成２６年４月１日）　　　　　　　　イ　用途地域（平成２６年４月１日）

総面積
765.66㎢

山林
71.3%

(545.82㎢)

農用地
12.9%
(98.56㎢)

その他
11.6%
(88.97㎢)

宅地
4.2%

(32.31㎢)

住居地域
62.9%
(19.67㎢)

用途地域面積
31.26㎢

工業地域
27.6%
(8.61㎢)

商業地域
9.5％
(2.98㎢)

資料）都市企画課
資料）固定資産税課
　　　林務水産課
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（ウ）気　　　象

月別気象の状況	 上段	 平成２５年	

			   下段	 １９８１年～２０１０年の平年値

要　　素 全　年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平　均
１５.５ ３.７ ４.５ ９.４ １２.４ １８.１ ２２.９ ２７.８ ２８.１ ２２.９ １８.６ １１.４ ６.０ 

１４.９ ４.０ ４.４ ７.５ １３.０ １７.７ ２１.７ ２５.７ ２７.０ ２２.６ １６.７ １１.６ ６.８ 

気温 日最高 ２０.５ ７.７ ８.３ １５.１ １８.０ ２４.３ ２７.９ ３２.９ ３３.６ ２８.５ ２３.３ １６.１ ９.７ 

（℃） 平　均 １９.７ ７.７ ８.５ １２.４ １８.７ ２３.３ ２６.６ ３０.４ ３２.２ ２７.４ ２２.０ １６.４ １１.０ 

日最低 １１.１ ０.４ １.２ ３.４ ６.５ １２.３ １９.０ ２３.９ ２３.９ １８.４ １４.５ ７.３ ２.６ 

平　均 １０.７ ０.８ ０.７ ２.８ ７.５ １２.５ １７.６ ２２.１ ２２.９ １８.７ １２.３ ７.３ ３.１ 

日　照　時　間 １８４２.０ ７４.１ ６７.２) １５７.８ １７８.４ ２５１.０ １５７.２ ２１６.０ ２１５.６ １９６.２ １２５.９ １２７.３ ７５.３ 

（時間） １６６３.２ ７０.２ ７９.５ １２４.３ １７７.３ １９７.４ １５８.２ １６３.０ ２０６.８ １３９.９ １４８.５ １０８.８ ８９.５ 

降　　水　　量 ２０４８.０ １４２.０ １１９.５ ５７.０ ８０.５ ３９.５ １０５.５ １２９.０ ２６４.０ ３９４.５ ３２０.０ １７１.０ ２２５.５ 

（㎜） １９１４.０ ２０２.０ １５９.８ １４１.９ １０８.６ １３０.６ １５２.１ ２００.９ １１６.６ ２０４.０ １４４.１ １５９.４ １９４.０ 

資料）鳥取地方気象台（観測地点：鳥取市吉方）

注１）平成２５年２月に、観測機器の整備工事に伴う観測休止期間が含まれています。

　　　このため、表中の〝 ） 〟の記号の付いた値は準正常値（期間内の資料の一部が欠けているが、許容する資料数を満たす値）

です。

年次別気象の状況

年　次
平均海面
気　　圧
(hPa)

気　温（℃） 湿　度（％） 風　速（ｍ／ｓ）
降水量
（mm）

日照時間
（時間）

平　　　均
平　均 最　小 平　均 最　大

平　均 最　高 最　低

平成２１年 １,０１４.８ １５.０ １９.９ １０.８ ７３ ８ ２.９ １７.４ １,８５１.５ １,５８９.０ 

２２ １,０１５.４ １５.６ ２０.３ １１.４ ７２ １４ ３.１ １５.１ １,８３０.５ １,７１７.４ 

２３ １,０１５.４ １５.０ １９.８ １１.０ ７４ １４ ２.９ １３.３ ２,３７５.５ １,６０３.９ 

２４ １,０１４.９ １４.９ １９.７ １０.８ ７４ １４ ３.１ １９.５ ２,２８１.０ １,７２５.５ 

２５ １,０１５.０ １５.５ ２０.５ １１.１ ７２ １２ ３.３ １７.９ ２,０４８.０ １,８４２.０ 

	 資料）鳥取地方気象台（観測地点：鳥取市吉方）

最深積雪量の推移 （前年１０月から当年４月）　　　　　　　　　　　　 鳥取の天気日数（平成２５年）

31

63

22
(1/1)
23
(1/30)

25

86

37

24 24
18

88

39

9

68

19

67

37 39

26
30

51
46

17 14

41

29

21
(1/15)

2
(1/27)

3
(2/24)

4
(2/22)

5
(12/24)

6
(2/3)
7
(2/1)
8
(2/3)
9
(1/30)
10
(1/24)
11
(1/9)
12
(2/17)
13
(1/17)
14
(2/11)
15
(12/11)
16
(3/8)
17
(3/13)

18
(12/23)
19
(2/2)
20
(2/17)

（㎝）

24
(2/19)
25
(12/12)

71

0

50

100

資料）鳥取地方気象台（観測地点：鳥取市吉方）

快　　　晴  ２０日

晴 １６６日

曇 １７９日

雨 １３７日

雪 ６１日

資料）鳥取地方気象台（観測地点：鳥取市吉方）

注１：快晴は日平均雲量が１.５未満の日
数

注２：晴は日平均雲量が１.５以上８.５未
満の日数

注３：曇は日平均雲量が８.５以上の日数
注４：曇の日数には雨や雪の日数が含ま

れる場合があります
注５：雨は日降水量１.０㎜以上の日数	
注６：雪は前年１０月から当年４月の期

間に雪を観測した日数
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（４）人口・世帯数（年次別）

（ア）総人口・世帯の推移「国勢調査」

0
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13

14
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21

1
2
3
4
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6
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世帯

39,288 41,642 45,311 48,840

67,790 72,353

昭和55年 60 平成2年 7 12 17
平成 12年以降は、合併町を含む合計値

73,288

22

131,060人

137,060人
142,467人

146,330人

200,744人 201,740人
197,449人

8万

万人

人口の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　年齢（３区分）別人口の推移
（大正１４年～平成２２年）　　　　　　　　　　　　　　（大正１４年～平成２２年）

0 
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14 5 10 15 22 25 30 35 40 45 50 55 60 2 7 12 17 22大
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昭
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成

万人

人口総数

増加率 

平成12年度以降は、合併町村を含む合計値。 
平成１２年以降は、合併町村を含む合計値 平成１２年以降は、合併町村を含む合計値

※年齢不詳があるため、合計値と合致しない場合がある。
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平成12年度以降は、合併町村を含む合計値。 
※年齢不詳があるため、合計値と合致しない場合がある。 

65歳以上

14歳以下

15歳～64歳

22

21
万人
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（イ）産業別就業者数の推移「国勢調査」

0

0 50

10 ２０ ３０ 40 50 60 70 80 90 100％

平成12年以降は､ 合併町村を含む合計値｡

平成 7 年

平成12年

平成17年

平成22年

平成 2 年
分類不能
←の産業　　
0.2％　30.6％

第 2次産業
62.7％

第 3次産業
6.5％

第1次産業

29.6％ 64.2％5.8％

30.7％ 60.9％7.8％

25.7％ 65.2％7.4％

21.7％ 64.3％ 8.4％5.6％

←0.4％　　

　

←0.6％　　

　

←1.7％　　

　

100％

平成１２年以降は、合併町村を含む合計値

区　　　　　分 平成２年 ７年 １２年 １７年 ２２年

就 業 者 数 ６９,９４４ ７３,６８８ １０３,０３９ ９９,６１３ ９６,０２３

内
　
　
　
　
　
　
　  

訳

第 １ 次 産 業 ４,５４３ ４,２４２ ８,０１４ ７,４１９ ５,３２１

農 業 ４,２２６ ３,９５２ ７,５０１ ７,０３７ ４,８８１

林 業 ７１ ７１ １７５ １００ ２１６

漁 業 ２４６ ２１９ ３３８ ２８２ ２２４

第 ２ 次 産 業 ２１,４４０ ２１,８２０ ３１,６４２ ２５,６１６ ２０,８２５

鉱 業 ２６ ２１ ６４ ２５ １６

建 設 業 ５,６４３ ７,０８８ １１,５１９ ９,６５５ ７,１３６

製 造 業 １５,７７１ １４,７１１ ２０,０５９ １５,９３６ １３,６７３

第 ３ 次 産 業 ４３,８４４ ４７,３３９ ６２,７５４ ６４,９３４ ６１,７９０

電気・ガス・熱供給・水道業 ４６３ ４８１ ６０１ ５０６ ４６９

運　 輸（ 通　 信 ） 業 ３,３６２ ３,３５３ ４,２５２ ３,０１８ ３,２０３

情 報 通 信 業  １,２８０ １,３３８

卸 売・ 小 売 業（ 飲 食 店 ） １６,３８９ １７,１１５ ２１,３２４ １６,６７５ １４,３０３

金 融 ・ 保 険 業 ２,８３６ ２,７６２ ３,０７７ ２,７０６ ２,７２４

不 動 産 業 ４１４ ４９４ ５５８ ６８２ １,０２２

飲 食 店 ､ 宿 泊 業 ４,７０４ ５,０２６

医 療 ､ 福 祉 ９,７２０ １１,３９３

教 育､ 学 習 支 援 業 ５,７６９ ５,５６７

複 合 サ ー ビ ス 業    １,５４８ ７７０

サ ー ビ ス 業 １６,７９４ １９,４９４ ２７,７６０ １２,９５２ １１,０２７

公 務 ３,５８６ ３,６４０ ５,１８２ ５,３７４ ４,９４８

分 類 不 能 の 産 業 １１７ ２８７ ６２９ １,６４４ ８,０８７

平成１２年以降は、合併町村を含む合計値
平成１７年国勢調査より産業分類再編　　

（人）

（ウ）人口集中地区（ＤＩＤ）「平成２２年国勢調査」

区　分 鳥取市

人口集中地区 準 人 口
集中地区
美萩野の一部
浜　坂の一部
若葉台の一部

総　数
Ⅰ
市街地
周辺

Ⅱ
賀露の一部
湖山の一部

人口総数 １９７,４４９ ９９,４７２ ８１,７４５ １７,７２７ １２,０９３ 

面積（㎢） ７６５．６６ １８．６６ １５．０５ ３．６１ １．８０ 

人口・面積は、合併町村を含む合計値
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（エ）人口動態「住民登録」

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成19年度 20 2221

5,175

5,981 6,074

5,338

5,470

4,982

5,346

5,205

1,852

1,924 1,930

1,717

1,941 2,061 2,077

1,691 1,809
1,674

転入

転出

出生

死亡

社会動態

自然動態

増減

24 2523

5,599

4,763

2,019

1,642

6,021

5,021

2,100

1,667

5,690

5,235

(人)

（オ）人口推移「住民登録」

各年度３月末現在

年　次 人　口 増加数 世帯数
自然増 社会増

平成１９年度 １９７,０５４ △ ８７８ △ ７２ △ ８０６ ７４,２４９

２０ １９６,１１０ △ ９４９ △ ２１３ △ ７３６ ７４,７５９

２１ １９５,５６８ △ ５３２ △ ２６７ △ ２６５ ７５,４９６

２２ １９４,８７１ △ ７３４ △ ３７０ △ ３６４ ７５,９９６

２３ １９３,７７４ △ １,１０４ △２６８ △８３６ ７６,２２５

２４ １９３,５８２ △ １,３７７ △ ３７７ △ １,０００ ７７,０８５

２５ １９２,６６０ △ ８８８ △ ４３３ △ ４５５ ７７,５７８

（注）平成２４年７月以降は住民登録に外国人住民を含む。
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年次 世帯数 総人口 男 女 年次 世帯数 総人口 男 女

明治２２ ５,９７５ ２７,８９８ １３,６５２ １４,２４６ 昭和３２ ２４,２２８ １０７,３２９ ５１,５８４ ５５,７４５

２４ ６,３０３ ２８,５２０ １４,１２１ １４,３９９ ３３ ２４,６９７ １０８,４００ ５２,０６７ ５６,３３３

２６ ６,６６１ ２６,７８６ １３,１７１ １３,６５１ ３４ ２５,４４６ １０９,４９２ ５２,６１２ ５６,８８０

２８ ５,９７４ ２７,８６７ １３,６９４ １４,１７３ ３５ ２６,３６７ １１０,０４４ ５２,９６６ ５７,０７８

３０ ６,１０７ ２７,４５２ １３,０２８ １４,４２４ ３６ ２７,３２４ １１０,３８８ ５３,０８２ ５７,３０６

３２ ６,０２６ ２７,５８４ １３,３４２ １４,２４２ ３７ ２８,４６５ １１０,６８９ ５３,１２３ ５７,５６６

３４ ６,４３１ ３０,５９４ １４,９２９ １５,６６５ ３８ ２９,３９９ １１２,６３３ ５４,００９ ５８,６２４

３６ ６,７８３ ３１,０２３ １５,３１８ １５,７０５ ３９ ３０,０１９ １１３,３０５ ５４,３６５ ５８,９４０

３８ ６,３８４ ３１,８０９ １５,５７５ １６,２３４ ４０ ３０,０３８ １１４,８８０ ５５,１１８ ５９,７６２

４０ ６,３６４ ３２,５７１ １５,８８９ １６,６８２ ４１ ３０,８２３ １１５,１９８ ５５,３２６ ５９,８７２

４２ ５,６９２ ３３,６６１ １６,４４１ １７,２２０ ４２ ３１,８５９ １１５,９６１ ５５,７４０ ６０,２２１

４４ ５,８３６ ３５,０６８ １７,３７３ １７,６９５ ４３ ３２,１１９ １１６,８５９ ５６,２７９ ６０,５８０

大正元 ５,９３９ ３５,９５１ １７,６２６ １８,３２５ ４４ ３３,９２２ １１５,７４８ ５５,８８１ ５９,８６７

２ ５,９５９ ３７,２８３ １８,２９２ １８,９９１ ４５ ３４,７８３ １１５,６３６ ５５,４３３ ６０,２０３

３ ５,８７４ ３７,４２５ １８,５３５ １８,８９０ ４６ ３４,４９６ １１４,７２７ ５４,９２０ ５９,８０７

４ ５,９１０ ３７,４２９ １８,５３８ １８,８９１ ４７ ３５,２１３ １１６,４５２ ５５,６５２ ６０,８００

５ ５,９８３ ３７,７４９ １８,５８１ １９,１６８ ４８ ３６,０９７ １１８,６２０ ５６,８７９ ６１,７４１

６ ６,００２ ３７,７８９ １８,６８１ １９,１０８ ４９ ３６,９３８ １２０,６８５ ５７,９８０ ６２,７０５

７ ５,８６２ ３４,１６０ １６,４１９ １７,７４１ ５０ ３７,６４７ １２２,４７２ ５８,９１５ ６３,５５７

８ ５,８４３ ３５,１１７ １７,０８６ １８,０３１ ５１ ３８,０４６ １２４,０９５ ５９,７０９ ６４,３８６

９ ６,３４１ ２９,２７３ １３,７９４ １５,４７９ ５２ ３８,５０６ １２５,５５５ ６０,４４１ ６５,１１４

１０ ６,１３６ ３３,４５８ １６,０５２ １７,４０６ ５３ ３８,９６１ １２６,９１６ ６１,１３０ ６５,７８６

１１ ６,１２５ ２９,７００ １４,０００ １５,７００ ５４ ３９,５７１ １２８,４９７ ６１,９６４ ６６,５３３

１２ ６,９３１ ３２,９００ １５,５００ １７,４００ ５５ ４０,１１６ １２９,９０９ ６２,５８９ ６７,３２０

１３ ７,２２７ ３４,００９ １６,１２４ １７,８８５ ５６ ４０,７２９ １３１,２８５ ６３,２３１ ６８,０５４

１４ ７,５２３ ３５,１２０ １６,７４９ １８,３７１ ５７ ４１,３４４ １３２,４２２ ６３,８３３ ６８,５８９

昭和元 ７,０８９ ３８,７７０ １８,８３１ １９,９３９ ５８ ４１,６１７ １３３,１９１ ６４,３１３ ６８,８７８

２ ７,３２５ ３８,９７７ １８,８７６ ２０,１０１ ５９ ４２,５１５ １３５,２７４ ６５,６８３ ６９,５９１

３ ７,４４０ ３９,０２８ １８,８８１ ２０,１４７ ６０ ４３,２２４ １３６,４４４ ６６,２３５ ７０,２０９

４ ７,６２０ ４０,１０８ １９,５９４ ２０,５１４ ６１ ４３,９２１ １３７,５７１ ６６,８４９ ７０,７２２

５ ７,８８４ ３７,１８９ １８,０８０ １９,１０９ ６２ ４４,６０１ １３８,４４１ ６７,２４０ ７１,２０１

６ ７,９７７ ４０,２７４ １９,７３０ ２０,５４４ ６３ ４５,４００ １３９,８５５ ６７,９４３ ７１,９１２

７ ８,２４０ ４１,８４５ ２０,６２１ ２１,２２４ 平成元 ４６,１８６ １４０,９７３ ６８,４４４ ７２,５２９

８ ８,９９０ ４６,６９０ ２２,９６３ ２３,７２７ ２ ４６,９４８ １４２,０２６ ６８,８６４ ７３,１６２

９ ９,１４５ ４６,７４８ ２２,９６８ ２３,７８０ ３ ４７,６５８ １４２,８６０ ６９,１５４ ７３,７０６

１０ ９,２２５ ４６,８５４ ２３,０８９ ２３,７６５ ４ ４８,１２９ １４３,４２２ ６９,４０１ ７４,０２１

１１ ９,２３４ ４６,９４８ ２２,９７８ ２３,９７０ ５ ４８,７３７ １４４,３１８ ６９,７４９ ７４,５６９

１２ ９,９６７ ５０,３５６ ２４,３３３ ２６,０２３ ６ ４９,３２７ １４４,９３１ ７０,０７３ ７４,８５８

１３ ９,８７７ ５０,２８０ ２３,９８１ ２６,２９９ ７ ５０,１４３ １４５,７５７ ７０,４８８ ７５,２６９

１４ ９,９６３ ５０,６８６ ２３,８９３ ２６,７９３ ８ ５０,８１５ １４６,３４６ ７０,７６０ ７５,５８６

１５ １０,０７１ ４９,２６１ ２３,０５８ ２６,２０３ ９ ５１,６８２ １４６,９００ ７１,０５５ ７５,８４５

１６ １０,４６３ ４８,１７７ ２２,０４８ ２６,１２９ １０ ５２,５８０ １４７,６８６ ７１,３８４ ７６,３０２

１７ １０,５０５ ４９,４０１ ２２,１０１ ２７,３００ １１ ５３,２４２ １４７,９９６ ７１,５３１ ７６,４６５

１８ ９,８５６ ４４,４２７ ２０,０４３ ２４,３８４ １２ ５４,２５２ １４８,８５７ ７２,００４ ７６,８５３

１９ １０,１９３ ４５,４４９ ２０,５５４ ２４,８９５ １３ ５５,０５０ １４９,２８１ ７２,２９６ ７６,９８５

２０ １１,３００ ５１,８４８ ２３,３６１ ２８,４８７ １４ ５５,８８３ １４９,７７０ ７２,５０９ ７７,２６１

２１ １１,６７２ ５３,１５８ ２４,２９７ ２８,８６１ １５ ７１,５２１ ２００,３５８ ６９,６２１ １０３,７３７

２２ １２,７６１ ５７,２１８ ２６,８９５ ３０,３２３ １６ ７２,４４９ ２００,５３２ ９６,８３６ １０３,６９６

２３ １３,０６９ ５８,３４０ ２７,５１０ ３０,８３０ １７ ７２,９６９ １９９,７３４ ９６,４２３ １０３,３１１

２４ １３,７０６ ６０,８７６ ２９,５２５ ３１,３５１ １８ ７４,０３０ １９９,３８２ ９６,２１２ １０３,１７０

２５ １３,７８８ ６１,７２１ ２９,２９５ ３２,４２６ １９ ７４,６８７ １９８,５７７ ９５,７６９ １０２,８０８

２６ １４,２０２ ６２,６８７ ２９,７６０ ３２,９２７ ２０ ７４,９８２ １９７,２１６ ９５,１０７ １０２,１０９

２７ １４,２６８ ６３,０４４ ２９,８２０ ３３,２２４ ２１ ７５,７００ １９６,６４７ ９４,７６１ １０１,８８６

２８ ２０,８７９ ９８,５２０ ４７,３９６ ５１,１２４ ２２ ７６,２４１ １９５,９４６ ９４,５４８ １０１,３９８

２９ ２１,７２８ １０１,７８３ ４９,０４１ ５２,７４２ ２３ ７６,６４７ １９５,１３９ ９４,１１６ １０１,０２３

３０ ２１,６１６ １０４,８８０ ５０,７２４ ５４,１５６ ２４ ７７,５８０ １９５,２４８ ９４,０８４ １０１,１６４

３１ ２３,２７９ １０６,１４５ ５１,０６４ ５５,０８１ ２５ ７７,８１６ １９３,８９４ ９３,４５３ １００,４４１

（キ）年次別人口・世帯数（明治２２年～平成２５年）
住民登録各年１２月３１日現在

平成１５年以降は、合併市町村を含む合計値。


